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　国が進めるGIGAスクール構想により導入・整備された一人一台のタブレット端末の活用がスタート
してから約１年が過ぎました。本年度はGIGAスクール２年目として、各小中学校で「授業での活用」
をテーマにさまざまな取り組みが進められています。ICTを取り入れた新たな学びがどのように行われ
ているのか、各学校での実践についてお知らせします。
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れ
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。
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　中学校で導入しているＡＩドリルは、生徒それぞ
れの間違いを人工知能（ＡＩ）が解決し、一人一人に
最適化された問題が出題されます。理解度に合わせ
た問題が出題されるため、生徒は基礎から応用まで
さまざまなレベルに応じた学習ができます。答え合
わせも瞬時に行え、効率的な学習が可能となります。
　また、中学校３年生国語の授業では、多様な読み
手を想定した文章を書く学習に使われ、デジタルホ
ワイトボード機能を活用しました。一人の文章を全
員で共同編集できるため、質問や意見を送り合うこ
とができ、協働的な学びが促進されています。

ＧＩＧＡスクール構想２年目の取り組み

▲�タブレット端末上で相手が書いた文章を読み、デジタル
付箋を使って助言する様子
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し
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。
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れ
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取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
自

動
で
す
ぐ
に
採
点
さ
れ
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台
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。
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Ｇ
Ａ
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イ
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Ｃ
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取
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め
て
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き
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み

■個別最適な学びと協働的な学びを支える ICTの活用

■プログラミング教育の推進
　令和２年度から小学校の授業にプログラミング教
育が導入されました。その目的は、児童のプログラ
ミング的思考（論理的に考えていく力）を育成する
ところにあります。
　小学校６年生理科の授業では、身近な照明を例に
電気を効率よく使うためのプログラムを考える学習
を行いました。プログラミング教育もICTを活用し
た学びで、実感を伴った理解が図られています。

■市電子図書館を利用した読書活動の促進

　タブレット端末で昨年10月から始まった白石
市電子図書館を利用することができます。
　以前から白石市図書館を利用していた児童
は、この電子図書館サービスが始まったことで
「借りるのが便利になりました」「たくさん本が
読めてうれしいです」と話してくれました。児
童生徒の読書推進の一助となっています。

■対面とオンラインのよさを生かした学校間交流

　本年度の姉妹都市交流事業は、各校の児童が
対面形式で顔合わせを行った後、登別市で発表
する「白石市紹介」の資料をオンライン上で共
同編集し作成しました。
　オンラインのよさは「いつでも」「どこでも」
行えるところにあります。児童のICT活用力の
向上がうかがえます。

▲�プログラミング学習はコンピューターが自分の意図した
ように動作するよう、試行錯誤しながら取り組みます

　市内小中学校のICT活用事例
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